　　　　　　　　　　　　　　雑　　感

　　　　　　　　　　　大槻裕次

　春、四月にしては暑い33度の気温の中で、西安の西城壁より、シルクロードの路を眺めながら、一瞬感慨にふけりました。

　中国への旅行は10数年振りで、歴史のたたずまいを残す西安へは初めてであります。この行動を起こさせたものは中国語を習いはじめ、中国の人々と少々話して見たかったことと、古い歴史の中で陜西省歴史博物館への興味、気の遠くなるような古代より新生中国の歩みを、その展示の中で知り、その時代に生きた権力者と人々の営みが、どのような文化を生み、またその文化がどのようにして日本に伝わり、現在の日本に残って私たちの生活文化に貢献を果たしてきたのか、理解出来ました。兵馬傭は世界の人々に最も関心のある歴史の産物であり、私もこれが観たくて、旅行ツアーに参加した一人でした。時の権力者、秦の始皇帝が後世の私達には、謎としか解せない等身大の人物像を造り、当の本人しかわからない形で歴史に残したというのもまた中国なのだろうか？その他、古い歴史の産物を拝見しましたが、この二ヶ所だけは、また機会をつくり個人旅行で時間をかけて観るつもりです。

さて、冒頭に戻りますが、シルクロードの路を眺めながら、古代の中国人が絹という産物（中国の他の産物と文化）を馬とラクダに積んで、西欧の首都ローマに向けて、商売をしてくる。帰りは西欧の産物と文化を積んで帰ってくるという商人たち……これが中国を造り、日本の文化を造ってきたのであろう……彼らは何のためにこんな大事業を行ってきたのだろうか？時の権力者の命令なのか？西欧の文化が欲しかったためなのか？唯々、商人達が個々のための利益を得て、その後の自分の生活を豊にしたいためなのか？それも中国４千年の歴史のナゾの中でしょう。

　その後の自分の生活……私は老年期を迎えている60歳以上であり、日本人の大多数の人たちがその後の生活にいかなる生き方をするのか模索して生活しております。私達は60年前、第二次世界大戦敗戦で、すべてが無になり、復興という国の方針性を信じて、エコノミック・アニマルと世界の方々に呼ばれ、物を造り、世界の市場へ売りまくり、古代中国のシルクロードを用いた人達と同じように外貨を稼いできた。その為に日本は経済大国といわれ、小さな家に住みながら、国と個人は富を得ました。その事業を行ってきた人の大部分は定年というその後の生活に入り、国は国民皆保険と皆年金制度を導入して老後の生活の安定をはかってきました。現在、国会でこの二点が論争の焦点になっていますが、日本も近い将来経済の成長が少子化などの理由で、活力を失い、それに伴う増収の減少が予想されるからです。私は20年程前より観光で世界の国々を廻っておりますが、富の配分が国によって異なり、また政策によっても国民への配分が変わってきます。資本主義社会に生きる人間は個人の資産は認められていますが、それに応じたリスクも含んでおります。現在、中国は非常な勢いで経済発展の最中ですが種族の異なる56の多民族13億人の老後の生活安定は日本以上に困難が待ち構えているでしょう。その国が豊かになるということは、国の政策担当者と国民がよりよい国づくりをして、老人を含めた人々が、安定を感じた時でしょう。観光から個人の感情を述べさせていただけました。

